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北海道の平野・盆地の成立過程

学位論文内容の要旨

  北海道は東北地方に新潟県を合わせた面積があり，その中には数多くの平野・盆地

が存在している。平野と盆地の地表下にはそれらを構成する堆積物が存在し，我々は

それらに秘められた地質情報から平野・盆地の地史と形成テク卜ニクスを明らかにで

きる。さらに，個々の平野・盆地のテクトニクス情報を相互に比較しながら総合化し

ていくと，北海道付近のグローバルなテク卜ニクス像というものも浮かびあがる。

  地質構成の上からの北海道は周辺海域も含み，陸域も含めた広がりは15万km以上に

なるが，海洋性の地殻を有する日本海盆，北西太平洋海盆およぴ千島海盆に囲まれた

いわゆる島弧性の地殻をもつ範囲に相当する。北海道は地質構造的には西北海道構造

区，中央北海道構造区および東北海道構造区に分けられるがそれぞれは東北日本弧．

サハリン島およぴ千島弧にっながっている。新生代末期の堆積盆または堆積域は70あ

まりを数えるが，それらは南北性の構造帯である，奥尻海嶺，北上一石狩―礼文隆起

帯，神居古潭帯，日高山脈（日高変成帯）一広尾沖褶曲帯，北見山地（ウェンシリ地

塁），釧路海底谷ー北見・浦幌地塁―北見大和堆とそれに交差する西南西―東北東方

向の千島海溝に規制を受けて発達している。

  西北海道構造区の堆積盆は主に日本海東縁の海盆群，西南北海道の渡島半島主部，

函館―黒松内低地帯およぴその東縁部に存在しているが，東北地方の延長部としての

特徴を有し，特に日本海東縁部から函館―黒松内低地帯までの範囲におぃての鮮新世

以降における堆積盆の発達が注目される。

  中央北海道の堆積盆は日高山脈―北見山地により東西両地域に分けて検討できる。

西半部は神居古潭帯（蛇紋岩帯）により西側の石狩←天塩帯の堆積盆群とその東側の

中央低地帯の堆積盆群に分けられる。石狩ー天塩帯では北部の天北堆積盆およぴ礼文

舟状海盆におぃて，特に鮮新世以降の構造運動の活発化により堆積盆の分化が進み，
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局 所 的 に 激 し い 沈 降 と 堆 積 が 進 ん で い る 。 中 央 低 地 帯 で は名 寄 盆 地に 代 表さ れ る よう

に そ の 構 造 盆 地 と し て の 発 達 は 後 期 中 新 世 に お い て で あ り ，西 側 の 天北 堆 積盆 が そ の

後 に 激 し ぃ 地 殻 変 動 を 受 け た の と は 好 対 照 を な し て い る 。 な お ，富 良 野盆 地 に つい て

は 千 島 弧 方 向 の 火 山 性 の 地 殻 変 動 の 影 響 を 受 け ， 第 四 紀 に か なり の 沈 降を 示 して い る

。 東 半 部 は 南 か ら 十 勝 平 野 一 十 勝 沖 の 広 大 な 堆 積 盆 ， 十 勝 北 部 ー 北見 の 山間 小 盆 地群

お よ び オ ホ ー ツ ク 海 の 堆 積 盆 に 分 け ら れ る 。 こ の う ち ， 十 勝 平野 ― 十勝 沖 の 堆積 盆 は

基 本 的 に は 南 北 方 向 の 古 い 構 造 方 向 に 支 配 さ れ て い る が ， 後 期 中 新 世 以降 の 千 島弧 外

帯 の 西 進 運動 の 影響 を 強 、く 受 け， 西 へ 弧状 に 曲 がり ， 堆積 域 が 次第 に 西へ 移 動 し， 第

四 紀 に な り 新 た な 盆 地 が 十 勝 平 野 西 半 部 に 出 現 し た こ と が 注 目 さ れる 。 山 間小 盆 地 群

は 千 島 弧 内 帯 の 延 長 部 で あ り ， 北 東 ― 南 西 方 向 の 構 造 規 制 を 受 け た 火山 活 動を と も な

う 陥 没 性 の 堆 積 盆 と し て と ら え る こ と が で き る 。

東 北 海 道 は 千 島 弧 そ の も の で あ り ， 同 島 弧 と 同 方 向 で ， 南 か ら 千島 海 溝 島弧 側 斜 面

域 ， 釧 路 ・ 根 室 沖 大 陸 斜 面 域 ， 根 室 半 島 ・ 大陸 棚 域， 千 島 弧内 帯 外帯 境 界 堆積 盆 列 ，

お よ ぴ 千 島 弧 内 帯 （ 火 山 帯 ） に 分 け る こ と が で き る 。 大 陸 斜 面 域は 島 弧一 海 溝 系に お

け る い わ ゆ る 前 弧 海 盆 に 相 当 す る が ， 海 溝 に 向 か っ て い く っ か の平 坦 面を 形 成 しな が

ら 次 第 に 深 く な る 特 徴 が あ る 。 境 界 堆 積 盆 列 は 内 帯 と 外 帯の 差 異 的な 変 動を 反 映 して

生 じ た 堆 積 盆 群 で あ り ， 根 釧 堆 積 盆 が そ の 代 表 例 で あ る 。 内 帯に は 知床 半 島 に代 表 さ

れ る 右 雁 行 状 に 配 列 し た 火 山 隆 起 帯 が 存 在 し ， そ の よ う な 隆 起 帯 の規 制 を 受け た 右雁

行 堆 積 盆 列 が 存 在 し て い る 。 そ の 堆 積 盆 の 代 表 例 は 斜 里 平 野 ・ 斜 里沖 堆 積 盆で あ るが

， 斜 里 平 野 は 阿 寒 ― 屈 斜 路 火 山 隆 起 帯 の 延 長 部 が 潜 在 し さ ら に ， 東 西 の 2つ の べ ー ズ

ン 構 造 に 分 け る こ と が で き る 。

以 上 の よ う な 堆 積 盆 の 分 布 状 況 と 地 質 構 造 的 特 徴 は 古 い 構 造 方 向 を基 本 に しな が ら

． 新 生 代 末 期 に お け る ， 太 平 洋 プ レ ー 卜 の 斜 め 沈 み 込 み に 連 動 し た 千 島弧 外 帯 の西 進

運 動 と 日 本 海 東 縁 部 に お け る 新 た な 沈 み 込 み に 起 因 す る 西 か ら の水 平 圧 縮運 動 が 働い

た こ と に よ り も た ら さ れ て お り ， 北 海 道 付 近 の 新 生 代 末 期 の 地 質 構 造 区 分 は O西 北 海

道 （ 日 本 海 東 縁 部 と 西 南 北 海 道 ） ＠ 千 島 海 溝 ― 海 溝 島 弧 側 斜 面 域 ， ◎ 千 島弧 外 帯と 西

方 へ 凸 の 弧 状 構 造 帯 ， ＠ 千 島 弧 内 帯 （ 右 雁 行 構 造 帯 ） ， ◎ 北 見 山 地― オ ホ ーツ ク 海南

西 海 域 （ ネ オ テ ク 卜 ニ ク ス 平 穏 部 ） お よ ぴ ◎ 北 海 道 北 部 日 本 海 沿岸 部 （基 本 的 には 日

本 海 東 縁 部 に 含 ま れ る ） の 6単 元 に 分 け る こ と が で きる 。
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北海道の平野・盆地の成立過程

平 野 ・ 盆 地 は 地 形 的 単 元 で あ る が ， 北 海 道 の 場 合 そ れ ら は 沈 降 ・ 堆 積 場 で あ る 。 従

っ て ， 平 野 ・ 盆 地 の 成 立 の プ ロ セ ス を 追 う こ と は 堆 積 盆 の 変 遷 を 新 生 代 後 半 の 地 質 構

造 発 達 史 の 枠 組 み の 中 で 明 ら か に す る こ と に 他 な ら な ぃ 。

申 請 者 は ， 北 海 道 の 平 野 ・ 盆 地 な ら ぴ に 周 辺 海 盆 に つ い て ， 堆 積 物 の 層 序 ， 層 厚 ，

放 射 ・ 古 地 磁 気 ・ 古 生 物 年 代 に よ る 対 比 ， 堆 積 相 を 長 年 に わ た っ て 研 究 し て き た 。 こ

れ ら を 地 表 地 質 調 査 の 成 果 に 併 せ て ， 多 数 の 試 錐 に よ る 地 下 地 質 デ ー タ を 用 い て 解 析

し ， 堆 積 盆 内 の 重 力 異 常 や ， 周 辺 の 活 断 層 ， 活 構 造 に も 留 意 し て ， 各 堆 積 盆 の 変 遷 史

お よ び テ ク 卜 二 ク ス 像 を 提 出 し た 。

そ の 結 果 ， 北 海 道 で は 古 第 三 紀 初 頭 ま で に 形 成 さ れ た 南 北 性 の 地 体 構 造 に ． 古 第 三

紀 後 半 以 降 の 千 島 島 弧 ― 海 溝 系 に お け る 太 平 洋 プ レ ー 卜 の 斜 め 沈 み 込 み が 影 響 し て ・

今 日 の 平 野 ・ 盆 地 の 原 形 が 構 造 性 凹 地 と し て 誕 生 し た と 考 え た 。 第 四 紀 の 地 殻 の 垂 直

変 位 量 は ， 十 勝 平 野 で 最 大 500m， 富 良 野 盆 地 で 600m， 石 狩 低 地 帯 で 1， 500m， 日 本 海 東

緑 地 域 の 堆 積 盆 で 1， OOOm前 後 と 西 方 に お い て 大 き い 。 盆 状 構 造 を 示 す 地 層 の 傾 斜 は 一

般 に 東 急 西 緩 と 非 対 称 で ， 活 断 層 ・ 活 褶 曲 も 北 海 道 の 西 部 と 日 本 海 東 緑 地 域 に 多 い 。

こ れ ら の 活 構 造 は ， 現 在 日 本 海 側 で 著 し い 東 西 圧 縮 性 の 浅 発 地 震 域 と 関 連 し て い る 。

か っ て プ レ ー 卜 境 界 と 考 え ら れ た 中 央 低 地 帯 の う ち ， 北 方 の 名 寄 盆 地 で は 鮮 新 世 初 め

に 構 造 盆 地 の 形 成 が 終 息 し た 。 第 四 紀 に 入 る 頃 か ら ， こ れ よ り 西 方 の 天 北 方 面 で 地 殻

変 動 が 活 発 と な り ， 日 本 海 東 縁 で 新 し い 沈 み 込 み 帯 が 形 成 さ れ か か っ て い る も の と 解

さ れ て い る 。 従 っ て プ レ ー 卜 境 界 の 西 方 ジ ャ ン プ は 5ー 2Maの 期 間 に 生 じ た も の と み な
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される。

    堆積盆の鱒造発達的特徴から，北海道の平野・盆地は次のように区分された。

O日本海東縁部での新たな沈み込みの影響の強い堆積盆

    i）新生代末に東西圧縮場に支配され，中期中新世中頃以前には東西張力場にあっ

    た堆積盆ー――日本海東縁部の堆積盆，西南北海道の堆積盆群（今金盆地，函館平野

    ，黒松内低地帯など）

    五）新生代末に東西圧縮場に支配され，中期中新世以前にはユーラシア・オホーツ

    ク両プレートの斜め衝突帯にあった堆積盆―石狩ー天塩帯北部の堆積盆群（天北

    堆積盆一問寒別盆地・サロベツ原野・ウブシ原野，礼文舟状海盆など）

＠千島弧外帯西進の影響を受けた堆積盆で，一部は西からの圧縮の影響を受けている

もの

    面）後期中新世以降，主として千島弧外帯西進の影響で東西圧縮場に支配されたが

    ，中期中新世以前には前記の2大プレー卜の斜め衝突帯にあった堆積盆―――石狩ー

  天塩帯堆積盆群（日高舟状海盆，安平・由仁低地帯，滝川―深川盆地など），十勝

  平野，十勝沖堆積盆など

  jv）後期中新世以降，千鳥弧西進の影響を受け，鮮新世以降西からの圧縮が働いた

  堆積盆―――石狩低地帯

◎古い南北方向の堆積盆

  v）後期中新世以降の沈降帯（右横ずれ断層を伴い雁行  配列する）ー中央低地

  帯（名寄盆地など），幌加内盆地

＠千島弧の形成と関連した堆積盆

  u）構造的に千島弧方向に支配され，太平洋プレー卜の沈み込みそのものと，千島

  弧外帯西進の斜め横ずれ的影響を受けた堆積盆――一釧路・根室沖大陸斜面域，千島

  弧の内・外帯境界域にある堆積盆列（根釧原野など）

  湎）千島弧内帯の堆積盆（雁行に配列する）―－ー富良野盆地，北見・十勝北部山間

  盆地群，斜里平野

  要するに北海道の平野・盆地の発達過程を規制したものは，太平洋プレー卜の斜め

沈み込みに伴う千島弧外帯の西進と日本海東縁の新生沈み込み帯のテク卜ニクスであ

って，代表的な平野・盆地である石狩低地帯，天北平野，十勝平野などはいずれもこ

れらのテク卜ニクスによって東西圧縮場のもとに形成されたものということになる。

    －・50－



  以上，本論文は，北海道の新生代後半の堆積場の変遷史を中心とした，最新のスキ

ームを提起したもので，島弧会合部の地質構造発達史の理解に大きく貢献するもので

ある。地史・層位・構造地質学はもとより，造構場の解析と。、う観点から地震学にも

寄与しているもので，極めて高く評価される。

  審査員一同は，申請者が博士（理学）の学位を得るに十分な資格があるものと認め

た。
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